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【研 究の概 要 】

音楽 を工夫 して表現 した り、音楽 を聴 いて 自分 の もの と して と らえた りす るこ とが 、

生徒が 主体 的 に音楽 をっ く りあ げ る活 動 と考 える。 音楽活 動 は創 造 的で あ る とい う立

場 に 立ち 、生徒 一人 一人 が 自己表 現へ の願 い をも って 音楽 活動 をす るよ うにす る必 要

があ る。 そ こで、授 業 の実施 前 と実施 中にお け る指導 の手 だ て と評価 規 準及 び評 価 基

準 を明確 に し、教師 の指導 と生徒 の活動 か ら、指導 の手 だ てについ て効果 を検証 す る。
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研究主題

生徒が主体的に音楽 をつ くりあげる指導の工夫

一合唱 ・和楽器 ・鑑賞の指導 と評価 を通 して一

1研 究 主 題 設 定 の 理 由

今 日の生徒の状況は、受験競争、い じめや不登校 問題 、社会体験の不足な ど、豊かな人間性

をは ぐくむべ き中学校の段階 で、様 々な課題 が生 じている。また、学力低下論の中、「児童 ・生

徒 に学習の 目的を見つけ られ ない傾 向が見 られ、学習意欲 の低 下が問題 となっている。」とい う

指摘 もある。(「学習意欲 に関す る調査研究」国立教育政策研究所 平成14年8月)

このような状況 の中、音楽科 では、「生徒が感性 を豊かに働かせ個性 を生か して楽 しく充 実 し

た音楽活動 を展開 し、音楽の喜び を享受 できるようにす る。」必要 がある。(中 学校学習指 導要

領解説、音楽編 平成10年12月 文部省)そ のため、本研 究では音楽科 の課題だけでな く、

教育課程実施上の課題、所属校 の課題、生徒の実態か ら状況 を整理 し、音楽科の 目標 と照 らし

合わせ、研 究主題 を設定す ることとした。

1教 育課程実施上の課題は何か 。'

中学校学習指導要領では、次 の方針 に基づき教育課程の規準 を改訂 してい る。 この中で、

特 に、 「日本人 としての 自覚の育成」や 「自ら学び、考 える力の育成」 「基礎 ・基本 の確 実な

定着」は、音楽科 の課題 とも関連 している と考える。そ こで、下記の方針 を教育課程実施上

の課題 として受 け止 める。

① 豊かな人間性や社会性 、国際社会 に生 きる 日本人 と しての 自覚 を育成す ること。

② 自ら学び、 自ら考 える力 を育成す ること。

③ ゆとりのある教育活動を展開す る中で、基礎 ・基本の確実 な定着を図 り、個性 を生か

す教育を充実す ること。

④ 各学校が創意 工夫 を生か し特色ある教育、特色 ある学校づ くりを進 めること。

2音 楽科の課題 をどの ように とらえるのか 。

中学校学習指導要領の改訂 に当た り、改善の基本方針では、次の3点 が挙 げ られてい る。

① 音楽を愛好す る心情や感性 の育成 、音楽活動 の基礎的な能力 の育成、豊かな情操 を養

う指導の一層 の充実

② 音楽科の 目標 にかかわ ること、生徒 の音楽へ のかかわ りや 、個性的、創造的な学習活

動の工夫

③ 我 が国や諸外 国の音楽文化についての関心や理解

また、「評価規準の作成、評価方法の研 究開発(報 告)」(平 成14年2月 国立教育政策研

究所)で は、絶対評価の一層の重視、 目標 に準拠 した評価 な どにっいて、基本的な考 え方が

示 され、評価の在 り方が課題 となっている。 これ らのこ とか ら、本研究にお いて、次の5点

を中学校 音楽科の課題 と考 える。
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【中学校 音楽科の課題 】
① 音楽的な能力の育成 など、基礎 ・基本 の定着を確実に図る指導

② 歌唱、器楽、鑑賞、創 作の活動を相互 に関連付けた題材構成 と年間指導計画の作成

③ 生徒 自らが表現 を工夫 した り鑑賞 した りし、音楽 を自分のもの とす る指導

④ 和楽器 の扱い
⑤ 音楽活動 の指導 と評価

3生 徒や所属校音楽科の実 態をどの ようにと らえるのか。

研究員所属校 は計9校 あ り、それぞれ 、地域の実態 も生徒 の実態 も様 々で ある。 また、各

所属校の音楽科 の指導 にも特 色があ り、実態 として絞 り込むこ とは難 しい。そ こで、次の方

法で生徒の実態及 び所属校 音楽科の実態 を整理す る。

① 各所 属校 生徒 の実態を短 い言葉でカー ドにた くさん書 き出 し、KJ法 に よ り、実態 と

して大 き くま とめる。

② 学習過程 に視点を当てた調査 を生徒 に対 して実施 し、数値化 した ものか ら、おお よそ

の傾 向を読み取る。 また、その結果を指導に生かす よ うにす る。

③ 各所属校の3学 年分の音楽科年間指導計画を、歌唱、器楽 、創作、鑑賞の柱 か ら実施

時数 を集計 し、指導の偏 りがないか分析す る。

その結果、生徒の実態及び所 属校音楽科 の実態を、次の よ うに押 さえる。

(1)生 徒の実態

① 様々な メディアか ら流れ る音楽に興味 をもっている。

② 楽曲や音楽活動への興味 ・関心のある生徒 は、 自己 目標 を強 くもつ。(P.7参 照)

③ 音楽を楽 しもうとす る姿勢 はあるが、自分で表現 を工夫 しよ うとす る力が身に付

いていない。

④ 小学校 の段階か ら楽器 を習 っている生徒が、比較的多い。

(2)所 属校 音楽科の実態

①1学 年 当た り10～12題 材 と、1題 材の平均時数 を短 くし、すぺての内容が網羅

され るよ う、題材構成 を工夫 している。

歌唱、器楽 、創 作、鑑賞 で割合 を比較す ると、歌唱が最 も多 く、創作、鑑賞が非

常に少 ない。

和楽器 を扱 った題材 を計画 してい るが、楽器 の準備や指導方法 につ いて、具体的

な指導計画が作成 され ていない。

歌唱では、合唱 コンクール などの学校行事 と関連 を図 り、効率 的に指導できるよ

う指導計画 を工夫 しているが、一部では、昨年度 の指導計画に準 じて実施 してい る。

4研 究主題 をどのよ うに設定す るのか。

これ まで述べてきた様々な実態 を把握 した結果、次の よ うなキー ワー ドが研 究主題 を設定

す る要素になるもの と考 える。

匝 造性 、主触 指導 と評価、歌唱 ・器楽 ・創作 ・麟 の関連、和楽器の扱L・ i
そこで、研 究主題 を次の とお り設定 し、副主題 に 「合 唱、和楽器、鑑 賞の指導 と評価 」 と

することで、具体的な指導の場 を明記するこ ととす る。

【研 究主題 】生徒が主体的 に音楽をつ くりあげる指導 の工夫
一合唱 ・和楽器 ・鑑賞の指導 と評価を通 して一
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■ 研 究の内容 と方法

1「 主体的に音楽をつ くる」をどのよ うに受 け止 めるのか。

「新 しい学力観 に立っ音楽科授業の工夫」(文 部省 、平成7年10月)で は、創造的 な学習

活動 の累計 として、次の3つ を挙 げている。

① 既存の音楽作品(歌 唱曲や器楽曲な ど)を 自ら工夫 して演奏 した り、積極的 にその よ

さや美 しさを感 じ取 りなが ら聴いた りす る活動。

② 既存の作品 とのかかわ りを通 して、子 どもたちが よ り広が りのあ る音楽表現 を工夫 し

てい く活動。

③ 子 どもた ちが 自分 自身の考 えに基づいて、 自分たちな りの新 しい作品をつ く り上げ る

活動。

創造的に活動す るこ とは、生徒が主体的 に活動す る ことにほかな らず、本研究で はこれ ら

3っ を 「生徒が主体的 に音楽 をつ くる」活動 と考 える。

2目 指す生徒の姿 をどの ように設定す るのか。

「1研 究主題設 定の理 由」で述べ た課題や実態を踏 まえ、主体 的に音楽 をつ くる活動 を

イ メージ し、次の 目指す生徒像 を設定す る。

①

②

③

④

⑤

新 しい教材や 音楽活動 に対 し、興味 ・関心 をもっている。

自分の音楽活動へ の 目標 をもち、音楽を工夫 して表現す る。

目標を達成 しよ うとす る。

目標達成の満足感や充実感を もち、新 たな 目標 をもつ。

音楽活動 の意味を理解 し、自己の向上への欲求 をもつ。

3研 究の仮説 をどのよ うに設定するのか。

本研 究では、これまで、課題 や実態 の把握 、研究主題 の設 定 とその受け止 め、 目指 す生徒

像の設定 と指導 の手だての工夫 をす るとい う手順で研 究を進 めることを述べた。 これ らを踏

まえ、研究の仮説 を次のよ うに設定す る。

【研 究仮説】

目指す生徒像 に迫 るためには、題材構成や指導の手だてを工夫することに よ り、生徒

は 自分の音楽活動の 目的や意 味を理解 し、主体的に音楽を工夫 して表現 した り鑑賞 した

りす るであろ う。

4目 指す生徒の姿に迫 る指導の手だては、 どのよ うに あった らよいのか。

前述の 「2音 楽科 の課題 を どの ようにとらえるのか」で述べ た、5っ の 「中学校 音楽科

の課題 」の うち、①や② は題材構成や指導計画作成上の課題 であ り、③や④は、指 導上の課

題であ る。 また、「IV調 査」では、生徒が教材 や音楽活動に対 し、「最初、興味があって も

授業が進む と満 足感が少 な くなる。」と結論 付けている。そ こで、計画段階の工夫 として 「(1)

題材 構成 ・教材選択の工夫」、実施段 階の工夫 として、「(2)創 造的な音楽活動 の工夫」「(3)

指導 と評価 の工夫」 を指 導の手だての柱 とする。
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(1)題 材構成 ・教材選択

の工夫

音楽活動への意欲 をもっ題材構成 を工夫 し、生徒の実態にっいて

音楽的 な能力か らも把握 してお く。

(2)創 造的な音楽活動の

工夫

音楽活動 を創造的な側面か らとらえ、生徒 が表現を工夫 した り、

音楽 を聴いて 自分のもの として受 け止 めた りす るようにす る。

(3)指 導 と評価 の工夫 指 導 と評 価計画を立てるこ とで、生徒の 音楽 活動を適切 に支援

し、生徒が 目標 をもって音楽活動 に取 り組むよ うにす る。

5指 導の手だて を具体的にどのよ うに考 えるのか。

前述の研究仮説 を受け、指導の手だての例を次の表 のよ うに考え、各実践事例 では更 に具

体的 な指導 の手だてを工夫す ることとす る。

題
材
構
成

・
教
材
選
択

の
工
夫

創
造
的
な
音
楽
活
動
の
工
夫

指
導
と
評
価
の
工
夫

① 音楽活動への意欲 をもつ題材構成を工夫するため、題材にかかわる関心 ・意欲 ・態度、音楽的な

能力か ら生徒の実態を把握する。

② 音楽の構成要素及び表現要素、曲想から、音楽表現へのイメー ジをもつ ことのできる表現教材や

鑑賞教材 を選択する。

③ 表現と鑑賞の関連を図った題材構成を工夫することで、生徒が幅広い音楽表現を選択 し、主体的

に表現や鑑賞ができるようにす る。

④ 教材を楽曲だけでな く、CDや 演奏、音源、楽器、ワークシー ト等 ととらえ、生徒が主体的にか

かわることのできる教材 を準備 しておく。

⑤ できる限 り評価の4観 点を設定することのできる題材構成を工夫する。

⑥ 表現の工夫に重点を置 く題材では、簡単に表現でき、音楽の構成要素や表現要素に着目して工夫

す る教材を選択する。

⑦ 和楽器 を扱う題材では、3年 間を見通 して題材を構成することで、題材の目標を明確にする。

① 音楽活動を創造的な側面からとらえ、生徒が表現を工夫するようにする。

② 楽曲や音楽活動との新鮮な出会いや生徒が 自らのイメージで音楽 をつ くる姿勢を大切にす る。

③ 生徒自らが表現 を工夫したり音楽をつ くった りする活動 を工夫するとともに、能率的に技能の定

蒼 を図った り、焦点化 して音楽を聴 くようにした りする活動を組み合わせることで、生徒の主体性

を引き出し、創造的な音楽活動 を深めるようにする。

④ 音楽の構成要素及び表現要素 と曲想との関連に視点を当てた指導 を工夫する。

⑤ 鑑賞の指導では、鑑賞の観点を生徒から引き出した り、教師が説明 したりして、目的をもって聴

くようにす る。

⑥ 和楽器を扱う題材では、五線に頼 らない楽譜の活用やロ伝による指導を工夫 し、生徒が創造的に

活動できるよ うにする。

⑦ 既習曲や簡単な楽曲 を扱 うことで、生徒が音楽の特徴 を感 じ取 り、表現を工夫するよ うにする。

①1単 位時間ごとの授業のね らいを明 らかにしてお くことで、生徒が常に音楽活動への見 しや目標

をもって活動 し、教師が適切に評価できるようにす る。

② 指導と評価計画を立てることで、生徒の音楽活動を適切に支援 し、生徒が目標を達成できるよう

にする。

③ 表現の技能です ぐに向上することが予想 される場合は、その場です ぐに指導する。

④ 教師がさりげな く称賛するなど適切な評価の言葉かけを行 うことで、生徒が向上への意欲 をもつ

ようにする。

⑤ 鑑賞では聴 く観点を明らかに してお くことで、鑑賞の活動を深めるようにする。

⑥ 表現 を聴き合う場を意図的に設け、自己評価や相互評価が次の音楽活動に生きるようにする。

⑦ 和楽器を扱 う題材では、表現の技能についても目標をは っき りと設定するとともに、相互評価な

ど学び合いの機能 を取 り入れた指導と評価の工夫をする。

6実 践事例か らどのよ うに仮説 を検証す るのか。

次の手順に より、実践事例か ら仮説 に迫る。

0

0

0

④

各実践の意図(実 践のね らい)を 明 らかに し、指導 の手だてを実践 レベル で工夫す る。

主な学習の場面で指導の手だてを打ち、評価規準 ・評価 基準を設定 してお く。

研究員8人 で分担 し、評価基準 によ り40人 の生徒 全員 を3段 階で評価す る。

生徒一人一人の活動 と評価 か ら、指導の手だて の効果 を検 証する。
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7各 実践事例の意 図は何か。

実施順 実 践 の 意 図 学年 ・題材名

実践 「音楽の聴き方を学ぶ鑑賞の指導」 第2学 年 ・

事例1 鑑賞 において効果的な指導 を探るため、観点を明確 に し、 オ ー ケ ス トラ を聴 こ う

音楽の聴 き方を身 に付 ける指導の工夫につ いて検証す る。

実践 「地域の人材 を生か し、ペアで取 り組む三味線の指導」 第1学 年 ・

事例2 三味線 を扱った題材 において、地域 の教育力 を活用 し、 三味線 に親 しも う

「ペア学習」な どの指導の工夫について検証す る。

実践 「生徒が 自らの音楽 をつ くり上げ る合唱の指導」 第3学 年 ・

事例3 合唱の指導を能率的 に行い、生徒が 自己 目標 をもち、常 表現を工夫 して感動で

に振 り返 りなが ら表現 を工夫す る指導 について検証す る。 きる合唱 をつ くろ う

実践 「自分の音楽活動を振 り返 りながら取 り組む篠笛の指導」 第1学 年 ・

事例4 繰 り返 し指導を効果的 に行 う指導計画 によ り、生徒が 自 篠笛 を吹 こう

分の技能 を高め る指導の工夫 について検証 す る。

皿 研究の構想

【教育課程実施上の課題】
豊かな人間性、基礎 ・基本、評価等

【音楽科の課題】

題材構成、和楽器の扱い等

文献研究
年間 指導計画
の分析

【所 属校音楽科 の課題 】
題材構成、指導内容の偏り、

和楽器の扱い 等

1生 徒 の実 態 】

音楽への興味 ・関心、自己

目標、表現の工夫 等

調査

生徒の実態調査

」
,瞬搬

【研究主題】生徒が主体的に音楽 をつ くりあげる指導の工夫
一合唱 ・和楽器 ・鑑賞の指導 と評価 を通 して一

【研 究 の仮説 】
目指す生徒像に迫 るためには、題材構成や指導の手だてを工夫す ることにより、

生徒は自分の音楽活動の 目的や意味を理解 し、主体的に音楽を工夫 して表現した り

鑑賞 した りするであろう。

【目指す 生徒 像 】

①新 しい教材や音楽活動への興味 ・関心 ② 自己 目標 と表現の工夫

意欲 ④満足感 ・充実感 ⑤向上への欲求

③目標達成の

【指導の手だて】

①題材構成 ・教材選択の工夫 ②創造的な音楽活動の工夫 ③指導と評価の工夫

実践研究 【実践事例1～4】

指導の手だて b 実践 d

指導の手だての吟

味、具体的な解価

規準 ・基準の設定

観察対象生徒の設

定、適切 な指導、

全員の確実な評価

1讐1⇒1竪ll

行動観察、学習 カ
ー ド・自己評価票、

VTR等 の記録

目指す生徒像 との

比較 ・検討

邑
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IV調 査

【対象人数】9校2541名(第1学 年832名 、第2学 年843名 、第3学 年866名)

【実施時期】 平成14年9月

【調査 目的】 音楽科の学習過程における生徒 の意識 か ら、生徒 が主体的 ・創造 的に活動す る

指導の手だてを探 る。

1最 初、興味が あっても授業が進 む と満足感が少な くなる。

あなた は新 しい曲を始め

るとき、興 味をもつ こと

が あ りますか。

あなたは授業の中で 自分

の 目標 をもって取 り組む

ことが あ りますか。

あなたは授業の中で満 足

感 や充実 感を感 じた こと

があ りますか。

　問設

2問設

3問設

20%40%60%8〔 博ら

田とてもある 口 あ る 目 あま りな い 日な い

2楽 曲や音楽活動への興味 ・関心のある生徒 は、 自己目標 をもつ。

設問1で 「とて

もある」「ある」

生徒(72%)及 び

rあ ま りない」

「な い 」 生 徒

(28%)の 設 問2

との相関関係

設問1で 「とて もある」「ある」及び生徒(72%)は 、設問2で は76%が 「とて

もある、あ る」 と回答 してい る。

3調 査の考察

生徒が主体的 ・創 造的 に活動す るためには、題材構成 を工夫 し、学習過程で教師が適切 に

働 きかける必要があると考え、以下の4点 を指導 の手だてを工夫す る柱 とす る。

(1)題 材 の初 めでは、楽 曲や音楽活動 との新鮮 な出会いを大切 にす る。

(2)毎 時間、常に 自分の音楽活動を振 り返 るようにす ることで、生徒が次の 自己 目標 をも

つよ うにす る。

(3)表 現の技能 を短時間で身 に付 けるよ うに した り、繰 り返 し指導 した りす るよ うにす る。

(4)一 人一人の生徒 が、音楽 を構成す る要素や表現要素、曲想 な どをとらえ、 自分の表現

として創造的 に工夫 して表現す るよ うにす る。
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V実 践事例

灘 識 音楽の聴き方を学ぶ鑑賞の指導(第2学 年)

【題材名】 オーケス トラを聴 こう

【題材の目標】

オーケス トラを身近に鑑賞す ることで、楽曲の内容によ り深 く興味をもち、旋律や リズム、

楽器 の音色、和声 を含む音 と音 とのかかわ り合いな どを感 じ取 り、音楽表現を味わって聴 く

カ を養 う。

【題材について】 【実践のね らい】 【生徒 ・地域の実態】
◆本題材は、音楽の聴 き方 ◆本実践で生徒が 「主体的 ◆テ レビな どで流れ て い

を学ぶ題 材で、授業で学

んだ聴 き方を、オーケス

トラ鑑賞に生 か し、音楽

に音楽をつ くる」 とは、

生徒が音楽を聴いて 自分

る曲 は興 味 を もって聴

くが、ホールな どでのオ

を総合的に理解 して聴く の もの と して とらえ るこ 一 ケ ス トラ鑑 賞 の経 験

よ うにす る。 とと考 える。特徴 をとら
は少 ない。

◆題材の初 めでは、教材 を

ユ曲 とし、音楽の構成要

素や表現要素 と曲想 との

かかわ りを感 じ取 って聴

くこ とで、他の楽 曲で も

聴 き方を生かす ようにす

る。

◇教材 は、旋律や リズム、

懸

出

えやすい1曲 を聴 くこと

に より、楽曲の曲想、 リ

ズム、楽器同士のハーモ

ニーな どを聴 き取 り、聴

き方 を身に付 ける。

◆生徒か ら鑑賞の観点 を引

き出 し、 リズム打ちや学

匹

一

◆明るく穏やかで、音楽の

楽 しさを味 わお うとす

る。

◆ リズ ムを正確 に とらえ

て打 ち、 リズムア ンサ ン

ブル などを楽 しみ なが ら

音の重な りや速度 な ど、 習カー ドへ の簡単なメモ 取 り組 む。

音楽の構成要素 と表現素 を使 った活動な ど、生徒 ◆合唱や器 楽 ではハ ーモ

を聴 き取 りやすい楽 曲や

演奏 とし、オーケス トラ

の楽 曲とす る。

の感 じ方を生かす音楽活

動を工夫する。

ニ ー を聴 き合 っ て互 い

に評価 し合い、表現 を工

【教材1 ◆前述の音楽活動に迫るた 夫 しよ うとす る。

「ボ レ ロ」(ラ ヴェル作 曲) め、本実践では次の指導 ◆音 楽 を集 中 して聴 こ う

① リッカル ド ムーティ指揮 の手だてを工夫 し、その と し、感 じ取 った こ とを

②バーンスタイン指揮

「カル メン」序 曲(ビ ゼー 作

曲)他

効果を検証する ことが塞

践のね らいである。

短 い言 葉 で メモ す る こ

とができる。

1馨翻 茎麟 縫鑑i灘1

【指導の手だて】

1題 材構成 ・教材選択の工夫

(1)音 楽の特徴を とらえやすい曲を選択 し、音楽 を構成す る要素を聴 き取るよ うに した り、

聴 き比べ をして表現要素の違い を聴 き取った りするよ うな教材 を用意す る。

(2)教 材を楽曲だけでな く、CDや 演奏 、音源、 ワークシー ト等 ととらえ、生徒が主体的 に

かかわることのできる教材 を準備 してお く。

2創 造的な音楽活動の工夫

(1)聴 き取った構成要素や表現要素をできる限 り短い言葉 でメモできるよう、ワー クシー ト

を工夫 し、一人一人の感 じ方を表すよ うにす る。

(2)鑑 賞の観点を生徒から引き出す発問を工夫 し、生徒が主体的に音楽 を聴 くよ うにす る。

また、聴 き取った リズムを打っな ど、表現活動 とも関連 させ ることで、音楽を構成する要

素 を感 じ取るよ うにす る。
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3指 導 と評価の工夫

(1)音 楽 の構成要素や表現要素、曲想 を聴 く観点 とし、旋律、 リズム、イメージな どの具体

的な聴 き取 りの項 目として生徒が意識す るよ うにす ることで、鑑賞の 目的をもって聴 くよ

うにする。評価基準は、「鑑 賞の観点5項 目の うち3項 目以上聴 きとっている」など、具体

的に してお く。

(2)教 師が さりげなく称賛す るな ど適切な評価の言葉 かけを行 うことで、生徒が向上への意

欲 をもつよ うにする。

【題材の評価規準】

(1)楽 曲構成の豊か さや表現の多様 さ、楽曲全体の味わいな どに関心をもっている。

(音楽への関心 ・意欲 ・態度)

(2)旋 律や リズム、音色を聴 き取った り、演奏者の違 いや意図によって曲想が異な り、音楽の

表情が大きく変わ った りす ることを感 じ取っている。(音 楽的な感受や表現の工夫)

(3)速 度や強弱の働き、及びそれ らによって生み出 され る楽曲の雰囲気や曲想の変化を総合的

に理解 して聴 いている。(鑑 賞の能力)

指 導 の 実 際

寺日

1

○生徒の活動

○楽曲の特徴 とは、 どのよ うな ことか理解

する。

C長 い!

「15分 位 の 曲 」

に反 応 した 。

C特 徴 って、曲の感 じ?

Cゆ っ くりとか、短調 とか

C速 度!

C(う れ しそ うな顔をする。)

○ 鑑 賞 の観 点 を、旋 律 、 リズ ム、 音 色 、速

度 、強 弱 の5つ に絞 り、学 習 カー ドに メ

モ しなが ら、 リ ッカル ド ・ムー テ ィー 指

揮 の 「ボ レロ」 を視聴 す る。

(メ モ す る 。)

最 初 は ゆ っ く

りで 、 後 で 、だ

ん だ ん 速 く な

る 。

★指導の手だて ◇主な評価

★楽曲の特徴について、生徒から引き出す よ

う発 問を工夫す る。

★生徒 の発言 を、 さりげなくほめ、発言への

意欲 をもつよ うにする。

T今 日は 「ボ レロ」とい う曲を勉強 します。

ユ幽 です。

Tメ モ用 紙の上 に 「特徴 を自由に

書 いてみ よ う」 とあ ります。特徴
とは、どんなことか分かるかな。

Tそ うそ う。曲の感 じを細か く分

析す ると、どんなものがある?
Tゆ っくりっていうのは、何て言

うの?
Tす ば らしい1

★生徒の意見をすべて、旋律、リズム、音色、

速度、強弱な どに集約 し、板書カー ドで示

して鑑賞 の観点 として聴 くよ うにする。

◇ 楽 曲の特 徴 を感 じ取 って、 「ボ レロ」 を

聴 いて い る。(鑑 賞の能 力)

A5つ の鑑賞の観点すべてに、1つ 以上の簡単

なメモを書いて聴いている。(12人)

B鑑 寅の観点のうち、3つ までの観点にメモを

書いて聴いている。(23人)

C鑑 賞の観点のうち、1つ 以下の観点にメモを

書いて聴いている。(1人)

【評価 方 法】 観察 、学 習 カー ド
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2

3

○楽曲の特徴について、メモを基に聴き取

った内容を発表する。

C最 初はゆ っくりで、後で

だんだん速 くなってきた。

Cど んどん楽器が増えてきて、

強弱がだんだん強 くな って

きた。(言 い直す)強 弱は、

最初弱 くて、後か らだんだ
ん強 くな ってきたから。

C速 さは一 定だ った 。

★生徒が答えやすい発問 と雰囲気づ くりを工

夫する。

生徒は、強弱と速度の意味の違いに気付いた。

速度は、どうだ った?

何で、そう感 じたの?

★強弱 と速度をとり違えた生徒に

ついて、す ぐに否定せず、生徒

が気付 くようにする。

Tみ んなは、どうだ った?

★ 「ボレロ」の速度は、基本的に一定である

ことを、学習内容として押さえる。

○ 「ボ レロ」 の リズ ム を感 じ取 っ て 、 リズ

ム 打 ちをす る。

O違 う指揮者の演奏 と聴 き比べ る。

【教材】

バー ンスタイン 指揮

ニユー ヨー クブイル

ハーモニー管弦楽団

C速 度 が少 し速 いので、ど
ん どん盛 り上が る感 じの
演奏になっている。

○鑑賞教室で、オー ケス トラの演奏 を鑑賞

す る。

【教材】

ビゼー作曲 「カル メン」序 曲

スメタナ作曲 「モル ダ ウ」

ラベル作曲 「ボレロ」 等

○鑑賞教室で聴いたオーケス トラの演奏に

ついて、聴 き取った内容を発表す る。

C最 初か ら全体的に速度が速かった。

C打 楽器の大きな音は、迫力があった。

Cフ ル ー ト、 ク ラ リネ ッ トと、順 番 に楽

器 が代 わ って い った。

C音 が波 の よ うに流 れ てい る感 じ。

Cバ イオ リンかな ・…

★小太鼓 の リズム譜 を提示 し、視覚的に リズ

ムを感 じ取って打つ ようにす る。

3333一1リ ズム譜1
33

★違 う指揮者の演奏 を聴 くことにより、表現

方法や速度な どの違いを感 じ取って聴 くよ

うにす る。

◇速度や強 弱に よる音楽表現の違 いを感

じ取 っている。(音 楽的な感受や表現の

工夫)

【評価方法】観察

★音楽を聴 き終わった ら、楽曲の特徴を旋律 、

リズム、音色、速度、強弱、その他の項 目

でメモをするようにす る。

★メモを基に、楽曲の特徴を旋律、 リズム、

音色、速度、強弱、その他の項 目について

発表するよ うにす る。

T「 カルメン」は、 どんな印象 を受 けた?

T速 度 と強弱のことですね。

T「 モルダ ウ」を聴 いた印象は?

T音 色の変化ですね。

T波 の様子は、どの楽器が演奏 してい ま し

たか。
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Cも う少 し、低 い音だ った。

○旋 律 、 リズ ム、 音色 、速 度 、強 弱 な どに

注 意 して 「モル ダ ウ」「カル メ ン」を聴 く。

○手 で軽 く拍子 を と りなが ら、 「ボ レロ」 を

聴 く。

・リズ ム を意識 して指揮 を して い る。

タ ッ タ カ タ タ ッ タ カ タ

ひ コ ひ コ リ リー

Tで は、弦楽器 とい うことでいいですね。

★軽 く拍子を取 りなが ら聴き、拍の流れ を感

じ取るよ うにす る。

☆強弱を意識 し、拍子を とって聴 くようにす

る。

◇意欲 的に手で拍子 を取 りなが ら聴 いて

いる。(音 楽への関心 ・意欲 ・態度)

【評価方法】身体表現

【実践のま とめ】

本実践は、鑑賞の観点を明確に し、音楽を聴 くことで、音楽の聴 き方を学ぶ授業 について

指導を工夫 してきた。効率 よく聴 き方 を学ぶことで、オーケス トラの鑑賞に学び方が生 き、

音楽へ のかかわ りが深まるもの と考 える。そこで、どのような教師の指導 により、生徒が 自

ら音楽 とかかわるよ うになるのか分析する。

1題 材構成 ・教材の工夫

適切 な教材(楽 曲)を 選択 し、それ をどの ような意図で、 どのよ うに活動 として位置付け

るかが重要である。第1時 では聴 き方 を学ぶ指導を位置付 け、第2時 では、鑑賞教室 として、

生徒が身に付 けた聴き方を生か し、自由に鑑 賞できるよ うに した。 また、第3時 では、これ

までの経験 を生か し、指揮な どの身体表現 も取 り入れた。授業の展開を工夫 した題材構成に

よ り、生徒 が音楽へのかかわ りを、一層深 めることができるもの と考える。

2創 造的な音楽活動の工夫

生徒が主体的に音楽 を聴 く工夫 と して、聴 く観点を明確にす ることを重視 した。そのため

発問を工夫 し、生徒か ら聴 く観点 を引き出す ように した。教師の期待す る答えがない場合で

も、学年の発達段階や実態に合わせて発問す ることが大切 であ る。次の教師 と生徒のかかわ

りは、その例である。(P9参 照)こ の場合、「ゆっくり」 を別 の言い方で表す よ うに した こ

とがポイ ン トであると考える。

T教 師 C生 徒

T1音 楽 の特 徴 とは、 どん な こ とです か。

T2ゆ っ く りってい うのは 、何 て言 うの?

C1ゆ っ く りとか、短 調 とか。

C2速 度。

また、小 さな学習カー ドは、短い言葉を簡単に書 くことができ、生徒が感 じ取った内容を

メモするのには効果的である。

3指 導 と評価の工夫

本実践の第1時 で、教師の 「すば らしい。」の一言によ り、生徒の表情がに こやかにな り、

鑑賞の活動に対 して意欲的になる姿が見 られた。タイ ミングよ く言葉 をかけることが重要で

あると考 える。

また、評価 にっいては、鑑賞の項 目を幾っ聴き取っているかなど、具体的に設定す ること

で、的確に見取ることができる。 しか し、音楽的な感受については、メモや感想か らだけで

な く、指揮 などの身体表現か らも観察 して読み取 ることが課題 である。

一1]一



雛 難 地域の人材を生かし、ペアで取 り組む三購 の指導(第 ・学年)

【題材名】 三味線に親 しもう

【題材の 目標】

表現及び鑑賞を含めた幅広い三味線の学習を通 じて、我が国に伝わる音楽に興味や親 しみ

をもち、生演奏から三味線独特の表現や曲想を感 じ取る とともに、主体的に三味線 の奏法や

表現を工夫する態度 と能力を養 う。

【題材について】

◆和楽器 の扱い は音楽科 の

大きな課題であ り、国際社

会に生 きる 日本人 を育成

する観点か ら重要である。

◆三味線 は弦 を皮 に打 ち付

けて演奏 し、弦楽器 と打楽

器の要素を もつ音色 が特

徴である。

◆3年 間を通 じた指導計画

の もと、初めて三味線 を扱

う題材である。

◆三味線 の音楽の鑑賞 と表

現 とを関連付 けて題材構

成 している。

◆第2,3学 年の選択音楽に

発 展す る題材 として位置

付 ける。

【教材】
「さくらさくら」(日本古謡)

「津軽 じょんが ら節」

(民謡 ・鑑賞教材)

【実践のね らい】

◇本 実践で生徒が 「主体的

に音楽をつくる」 とは、

和楽 器 を扱 っ た指導 に

おいて、生徒一人一人が

三 味線 の表 現 と鑑 賞 へ

の思いや願い をもち、意

欲 的 に音楽 活 動 を高 め

ることである。

◆ 三味線 を扱 っ た最 初 の

題材において、生徒が音

色 を感 じ取 り、三味線の

奏 法 の特 徴 を生 か して

表 現 を工夫す る指導 の

手 だて にっ い て有効 性

を検 証す る こ とが塞 践

◆3っ の指 導の 手 だて に

ついては、題材全体を通

し生徒 の活 動 か ら有 効

性 を検証する。

【生徒 ・地域の実態】

◆テ レビなどで放映 され る

三味線 の演奏に関心をも

っている。

◆三味線への取 り組みは初

めてであ り、 自分で も演

奏 したいと願 っている。

◆明るく穏やかで、学校行

事や学級活動に協力的で

ある。

◆意欲的に音楽表現 し、音

楽の楽 しさを味わ う。

◆音楽を集中して聴 こうと

す る。

◆地域に三味線愛好家の方

がお り、学校での指導に

協力を していただ ける。

また、地域か ら三味線の

寄贈 を受 けることがで き

る。

【指導の手だて】

題材構成 ・教材選択の工夫

(1)三 味線の練習 と演奏の鑑賞 とを関連付けた題材構成 を工夫す ることで、三味線音楽 と新

鮮 な気持 ちで出会い、主体的に活動す るようにす る。

② 生徒が主体的に音楽 とかかわる鑑賞教材 を選択 し、本物の楽器 にふれるとともに、ワー
クシー ト等の扱いを工夫 した題材構成を行 う。

(3)日 本古謡な どの既習曲を活用 し、聴 き慣れた楽曲を教材 とす ることで、音楽の特徴 を感
じ取るようにす る。

2創 造的な音楽活動の工夫

(1)表 現 と鑑賞の関連 を図 り、音色や奏法などのポイ ン トを押 さえることで、音楽表現のイ

メージをもち、音色や奏法を工夫 して演奏するようにす る。

(2)文 化譜や 口伝を利用 した指導 により、楽譜に頼 らず、よい三味線の音を追求するよ うに

する。
3指 導 と評価の工夫

(1)1単 位時間のね らいを明確 にす ることで、生徒 が 自己の 目標 をもって取 り組む ようにす

る。

a
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(2)教 師が さりげな く称賛す るな ど、適切な評価の言葉 かけを行 うことで、生徒が向上への

意欲 をもつよ うにす る。

(3)「 ペア学習」を取 り入れることにより、表現を聴き合 う場を意図的に設け、自己評価や

相互評価 が次の音楽活動に生きるよ うにす る。

(4)「4小 節弾いている」な ど、評価基準 を数値化 し、明確に してお く。

3年 間 を通 じた 三味線 の指 導 計 画

題 材 名 題材の目標 教 材 主な学習内容

第
1

学
年

三味線に

親 しも う

(5時 間)

※本題材

三味線及び我が国の音

楽に興味をもち、音楽を

主体的に学ぶ。

「さ くら さ く ら」

(日本 古謡)

「津 軽 じ ょん が ら

節 」(民 謡 ・鑑 賞)

・三味線の名称や扱い方を知 り、基本

的な奏法を学ぶ。
・三味線の演奏を聴き、特徴を感 じ取

る。
・音色を工夫 して演奏する。

第
2
学
年

民謡に

親 しも う

(6時 間)

民謡のよさを知 り、三味

線の正 しい奏法を身に

付ける。

rソ ー ラ ン節 」

(北海 道 民 謡)

・正 しいバチの打ち方を身に付け、よ

りよい三味線の音を探求する。
・調弦の仕方を学ぶ。
・民謡の特徴を学ぶ。

第
3

学
年

三味線 を

楽 しも う

(4時 間)

三味線の演奏を親 しみ、

味わうことで、我が国に

伝わる音楽のよさを音

楽的に理解する。

「花」

(喜納昌吉)

・三味線のいろいろな調子を学ぶ

・沖縄音階を知 り、短い旋律を創作す

る。

騰 難灘雛欝翻
一

【第2,3学 年選択音楽】 「津軽三味線 にチャ レンジ」(2年 生35時 間、3年 生70時 間)

【題材の評価規準】

(1)三 味線の音色や楽器、演奏に関心をもって演奏 した り演奏を聴いた りしてい る。

(音楽へ の関心 ・意欲 ・態度)

② よい音色 とばちの打ち方 、演奏の速 さや強 さなどを感 じ取 り、特徴 を生かす工夫を して表

現 している。(音 楽的な感受や表現の工夫)

(3)三 味線の基本的 な扱い方や演奏の仕方を習得 し、簡単な旋律 を演奏す る。(表 現の技能)

(4)三 味線の音色や奏法、音楽表現の特徴 を感 じ取って聴いている。(鑑 賞の能力)

…F旨 …導 の 実 際

時

1

○ 生徒の活動

〇三味線の説明を聞く。
・三味線の種類を知 る

。
・三味線主要各部の名称を知る。

○地域の方による太樟 の

演奏を鑑賞す る。
・奏法や音色等などの

観点をもって聴 く。

太 樟 っ て、
どん な音

だ ろ う。

★指導の手だて ◇主な評価

★説明はできる限 り少 なくし、早 く演奏 してみ

たい とい う生徒の意欲 を大切 にする。

☆鑑賞の観点 を明確に し、 目的をもって聴 き、

聴 き取った内容 を簡単 な短 い言葉 で メモす

るよ うにす る。

〔観点1〕 演奏の姿勢

〔観点2〕 バチの使 い方

〔観点3〕 三味線の音色

〔観 点4〕 音楽全体の感 じ
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○ペアで交代 して、三味線 を準備 し、音

を出 してみる。
・三味線の準備をする

。
・T2(地 域の方)の バチの持 ち方な ど

を見て、ペアの生徒がも う一人に伝

える。
・音を出してみる。

◇ 三味 線 の音 色 や奏 法 、音楽 表現 を感 じ取 っ

て聴 い て いる。(鑑 賞の能 力)
A最 後まで集中して聴き、4つ のポイントを的

確に聴き取 っている0(12名)
Bお おむね集中 して聴き、4つ のポイン トをほ

ぼ聴き取っている。(18名)
C演 奏を聴いているが、4つ のポイントを半分

程度聴き取っている。(2名)

【評価 方 法】観 察 ・学 習 カー ド

★ペ アで演奏 しない生徒が、地域の方の構 えや

バチの持 ち方な どを見て、演奏す る生徒 に伝

えるようにす る。

T「 ○○先生の持ち方をよくみて、ペアの人に

教 えてください。」

もう少 し
持 っ 方 の 手

を上げて。

T2

○本時の課題を知 る。

「さ くら らく ら」を4小 節 弾 こ う。1

○ 「二上 り」 の調 弦 につい てペ ア で調 弦

し、 「さ くら さく ら」 を練 習す る。

三味線の文化譜

淵
一鰹 肇

斬 壱a

λ__ψ

さ く ら さ く ら

○本時の課題を知 る。

1「 ばち さば き」の謎 を解 こ う。1

○ペアでバチの打 ち方を確認 し、 「さく

らさくら」を練習す る。

バ チ は太 鼓

をたた くよ

うに!

町

★教師がT1、 地域の方がT2

という役割を明確化 し、ペ

アの生徒がT2を よく見て

もう一人の生徒に伝えるこ

とで、学習の効率を高める

ようにする。

★前回の鑑賞を学習カー ドか ら振 り返 り、演奏

のポイ ン トを確認す る。

★ペアで協力 し合い、正 しい音を探 して調弦で

きるようにす る。

★三味線の文化譜及び既習曲の活用によ り、簡

単に弾 けるよ うにする。

◇ 三味 線 の基 本 的奏 法 を身 に付 け、 「さ くら

さ くら」 を弾 いて いる。(表 現の技 能)
A正 しい構えで 「さくらさくら」を4小 節弾い

ている(14名)
B正 しい構えを意識 しながら 「さくらさくら」

を4小 節弾いている。(16名)
C正 しい構えが意識されずに 「さくらさくら」

を2小 節弾いている。(2名)
【評価 方 法】観 察

★前時の学習カー ドか ら、生徒の 目標がはっき

りす るようにす る。

★三味線のバチ と太鼓のバチの関連に触れ、生

徒 に音色 と弾 き方 のイ メー ジを もつ よ うに

す る。

◇打ち付けるよ うな音色を感 じ取 り、よい音

を出す工夫 を している。

(音楽的な感受と表現の工夫)

【評価方法】観察
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タイ ミングよ く

ほめている。

岡

0全 員で 「さくらさくら」 を合わせ て弾

く。

・速度や左手のポジションに注意 して

弾いている。

みんな上手 に

なったね～!

☆前時の学習カー ドアか ら、姿勢やバチの打 ち

方な どのポイ ン トを確認 し、よりよい演奏 を

目指す よ うにする。

★机間指導の際、弾き方 をさりげな くほめ、意

欲 をもつ よ うにする。

◇三味線の音色や奏法に関心 をもち、意欲的
に練習 している。(音 楽への関心 ・意欲)

【評価方法】観察、学習カー ド

★最初か ら前時 までの学習カー ドを見て、 自分

の取 り組みを振 り返 り、自信をもって弾 くよ

うにす る。

★全員 で演 奏 して い る間 、机 間指導 し、 うなず

いた りサ イ ン を出 した り して、演奏 を肯 定的

に訓

◇三味 線 の基 本 的 な奏法 を身に付 け 、簡 単 な

旋律 を演 奏 して い る。(表 現 の技 能)

A基 本的な奏法を身に付け、「さくらさくら」を

拍の流れにの り、最後まで弾いている。(9名)

B基 本的な奏法を身に付け、「さくらさくら」を

最後まで弾いている。(23名)

C「 さくらさくら」を4小 節程度弾いている。

(0名)

【評 価方 法 】観 察 ・学 習 カー ド

【実践のま とめ】

本実践では、三味線 を扱 う題材において、3つ の指導の手だてが有効か どうか を検証す るも

のであ り、題材全体を通 して、次の成果 と課題が挙げ られ る。

1題 材構成 ・教材選択の工夫

(1)題 材の初 めに、地域 の方の演奏を鑑賞 した り、初めて楽器 に触る場面でも地域の方に指

導 をお願い した りする題材 とす ることで、生徒は三味線に対 して新鮮な気持ちで取 りも う

とする。

② 表現 と鑑賞の一体化 を図 るためのワークシー トや学習カー ドの活用は効果がある。

㈲ 日本古謡 などの既習曲は、小学校段階か ら慣れ親 しんでお り、読譜の負担を軽減す る指

導が可能である。

2創 造的な音楽活動の工夫

(1)鑑 賞 のポイン トを押 さえて鑑 賞す ることで、音楽を構成す る要素や表現要素を確実 に感

じ取る。

② 文化譜の活用によ り、生徒は一層、三味線の音や演奏 に集 中す る。

3指 導 と評価の工夫

(1)三 味線 の演奏技能 も含め、毎時間のね らいを明 らかにすることで、自己の 目標 をもって

活動す る生徒が多くなる。

② 教師の賞賛の言葉や表情 ・サインな どは、生徒の緊張を和 らげ、表現への意欲 を増加 さ

せ るとともに、評価の機能を もっ。ただ し、評価方法については、指導者が一人で行 うた

めの座席表の活用 など、一層の工夫が課題である。

㈲ 生徒同士がかかわ りなが ら学ぶ ことによ り、技能の定着を能率的に行 うことができる。

また、相互評価の機能に より、生徒 が自分の音楽活動 を他者の視点から振 り返ることにな

る。
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灘 生徒が自らの音楽をつくり上げるap昌の指導(第3学 年)

【題材名】 表現を工夫 して感動で きる合唱 をつ くろう

【題材の目標】

音楽を構成 してい る要素や速度、強弱 な どか ら楽曲の特徴 と歌詞 の内容を総合的 に理解

し、合唱を工夫 して表現する力を養 う.

【題材について】 【実践のね らい】 【生徒 ・地域の実態】

◆合唱の指導において、自分 ◆本実践で生徒が 「主体 ◆音楽に対する関心は比較
たちの表現を工夫 し、つ く 的 に音 楽をつ くる」 と 的高いが、積極的な姿勢に

りあげる題材である。 は音楽の構成要素や表 やや欠ける。
◇表現を工夫す る視点とし 現要素の中か ら工夫す ◆男女 間わず ピアノな どの

て、旋律や曲想 、速度 と強 る項 目を絞 り、その項 楽器 を習 っている生徒は、
弱などに重点化 し、生徒が
工夫す る観 点を明確 に し
た題材である。

◆合唱 コンクール との関連
を図ってお り、効率的に表
現の技 能を身 に付 け るよ
うにする。

【教材】
「旅 立ちの日に」(歌 唱)

作詞 小嶋登

1

藁

韓
窒

目について生徒 同士 が

相談 しなが ら表現 を工

夫 し、合唱す ることで

ある。

◆生徒同士が話 し合 う中

で、曲のイメージを生

か して表現を工夫す る

指 導の手だてについて

蔭
繋
簿 、

w

5～6名 いる。

◆学年 を追 うごとに合唱へ
の意欲が高ま り、表現の技

能が身に付いてきている。

第2学 年 のときには、比較
的難 しい合唱 曲 も歌 うこ

とができている。

◆音程 と リズムは各パ ー ト

とも範唱 のテー プを聴 き
作曲 坂本浩美 有効性を検証す ること なが ら、ほぼ正確 にとるこ
編曲 松井孝夫 が 実 践 の ね らい で あ とがで きる。ソプ ラ ノパ ー

「聞 こえる」(歌 唱)
る 。 トは高音部の声量が乏 し

作詞 岩間芳樹
作曲 ・編 曲 新井徳英

「時の旅人」(鑑 賞)

作詞 深 田じゅん こ
作曲 橋本祥路
編曲 松井孝夫

◆指導 の手 だてについて

は次の3つ にっいて題

材 全体か ら生徒の活動

を通 して評価 しその有

効性 を明 らかにす る。

い。アル トパー トは地声に

なる生徒 が若干いる。男声
パ ー トは他 のパー トを聴

きなが ら歌 うことので き

る生徒は半数程度である。

購i灘 馨i綴il

【指導の手だて】

1題 材構成 ・教材選択の工夫

(1)同 じ楽曲で演奏者の違 う鑑賞教材 を選択 し、表現 を工夫する手がか りとす る。
(2)音 楽の構成要素や表現要素に着 目し、イメージを広げる教材 を選択す る。

2創 造的な音楽活動の工夫

(1)生 徒が 自らのイメージで音楽 をつ くる姿勢を大切 にする。

(2)音 楽の構成要素及び表現要素 と曲想 との関連 に視点を当てた指導を工夫す る。

3指 導と評価の工夫

(1)1単 位時間ごとの授業のね らいを明 らかに してお くことで、生徒が常に音楽活動への見

通 しや 目標をもって活動 し、教師が適切に評価できるよ うにす る。

(2)歌 った直後に 自分たちのVTRを 視聴 し、自己評価 ・相互評価す ることによ り、音楽活

動 の目標 をもつよ うにする。

【題材の評価規準 】
(1)歌 詞 の内容や曲想に合 った発声を しよ うとし、意欲的に楽曲に合 った歌唱表現を しよ う

とする。(音 楽への関心 ・意欲 ・態度)

(2)楽 曲か ら自己のイメージや感情を感 じ取 り、歌唱表現を工夫 してい る。
(音楽的な感受や表現の工夫)

(3)楽 曲に応 じた発声や言葉の表現 を生か し、曲にふ さわ しい歌唱表現をす る技能を身に付
けている。(表 現の技能)

(4)表 現要素によって生み出され る曲想の変化や、構成要素を感 じ取って聴いている。
(鑑賞の能力)
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指 導 の 実 際

時

1

2

3

4

5

6

○生徒の活動

○ 「旅立ちの 日に」を鑑賞 し、楽曲の特

徴を聴 き取 る。

【聴 き取 る観点】
①音の重なりとパートのバランス

②声の響き

③表情
④曲の感じ

O「 旅 立 ちの 日に」のパ ー ト練習 を

す る。

ソプ ラ ノA「 あま り高 い音が な く

て歌 いや す いね。」

アル トB「 しゃべ っ てい る時 の

声 に なっ ちゃ う。」

男声C「 始 めが低 い音 だな。」

○卒業生がかって歌った 「旅立 ちの 日

に」「時の旅人」を視聴 し、速度や強

弱の違い を聴き取 って 自分た ちの表

現に役立てる。

○ 曲想 の 違 い を考 えな が ら、 「旅 立 ち

の 日に」の速 度 をい ろ いろ と変 え て

歌 う。

A「 前 半 は 」=84だ と遅 い?」

B「 後 半 はpiumossoだ けれ ど

速 度 は どの位 い にす る?」

○ 歌詞 の内容 を3つ のま とま りに分

けそれ ぞれ の まとま りか らイ メー

ジする言葉 ・色を話 し合って合唱す

る。

A「 始めは思い出に浸 る感 じで

色は … 。」

B「 真中は 自分 を奮い立たせ て

いる感 じ。」

C「 雄大な感 じもする。」

D「 でも、まだ激 しさはないか ら色

は中間ぽい黄色かな。」

E「 最後は悲 しいけれ ど、後 ろを

★指導の手だて ◇主な評価

☆楽曲に興味をもつよ う、卒業生の演奏のVTR

を視聴す るようにす る。

◇楽曲に対 して興味 をもち、意欲的に4つ

の観点で聴 こうとしている。

(音楽への関心 ・意欲 ・態度)

◆す ぐに身に付 く技能は、能率よく指導す る。

T「 ソプ ラノは気 を抜かずに響きを聴 いて。」

T「 アル トはの どに力が入 らないよ うに。」

T「 男声は下あごを しっか り下げて。」

◇楽曲 に応 じた発声 や言葉の表 現 を生 か

し、自分のパー トを歌 っている。

(表現の技能)

★焦点化 して音楽 を聴 くことによ り、生徒の

主体性 を伸ば し、創造的な音楽活動 を深 めるよ

うにす る。

◇表現要素 によって生み出される曲想の変

化 を意識 し、感 じ取って聴いている。

(鑑賞の能力)

★ 速度 の違いによる曲想の変化 を考 えさせ る

指導 を工夫す る。

◇ 自分の表現 した いイメー ジや感情 を生か

し、合唱の表現 を工夫 している

(音 楽的な感受や表現 の工夫)

☆3っ のまとま りに分 けることで、イージす る

言葉や色を発言 させ多 く出たもの を共 通のも

の として認識するよ うにす る。

T「 それぞれのま とま りはどんなイメージの

言葉や色が浮 かびますか。」

T「 歌詞や強弱をよく見なが らイメージをい

っぱい膨 らませてね。」
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7

向 かず、前 に も進 も う とい う

感 じかな あ。」

Fr過 去か ら未 来に気 持 ちが移 っ

て い るん だね。 色 は ブルー 。」

A「 ピッタ リ。 それ な ら始 めは緑

か な。」

◇ 自分の表現 した いイメー ジや感情 を生か
し、工夫 して合唱をしている。

(音楽的な感受や表現の工夫)

○ 「旅立ちの 日に」の学級 で

考えた歌詞のイメージを思

い出 しなが ら歌 う。

★黒板 に前時にま とめた内容を掲示 しておき、楽

曲のイメー ジを確認す るよ うにする。

生徒が感 じ取 った 「旅立

ちの日に」のまとまりご

とのイメージ

,繕 騰 縢
饗

真中曝 まり'"灘 騰難 麟

・思 い 出 に浸 って い ・自分を奮い立たせ ・悲しいけれ ど希望

る 。 る 。 に満 ちて い る。
・自然を強調 してい ・未来に希望をもっ ・悲しいけれ ど後 ろ

る 。 て い る 。 を向かず に前 へ
・考 え に ふ け って い ・自分に語 りかけて 進 も う。

る 。 い る 。 ・自分 を強 くも って

・希 望 を も っ て い ・回想 迷わず突き進む。
る 。 ・雄 大 ・出発

○ 自分たちが今歌った映像 を視聴 しな

が ら、ま とま りごとのイメージが表現

できてい るかを視聴する。

★合唱の様子 をVTRで 撮影 した後、す ぐに鑑 賞

し、 自己評価 ・相互評価できるようにする。

A「 何 だか表 情 く ら一 い。」

B「 ○○が 、す ご くの って る。」

C「 思 った よ り表 情 が硬 い ね。」

○ イ メー ジ通 り3つ のま とま りを 歌 っ

ていた か メモ す る。

C思 い出に浸った り考えにふけっ
った りしてい るよ うな感 じ とは

少 し、かけ離れているよ うな気が

す る。 もう少 し、力を抜いて歌え

ばよいと思 う。

0範 唱 のCDを 聴 き、も う一度 イ メー ジ

をふ くらませ る。

O黒 板 に張られた内容 に気 をつけ 「旅立

ちの 日に」の仕上げを練習す る。

★学習カー ドに楽 曲のま とま りごとの感想 を記

入 し、次の課題 を見つけるよ うにす る。

【学習 カー ド】(初 めのまとま り)

3い 気 ・ビ」臼 ・・じ弘 ・～9

◇曲のイメー ジをもち、調和の取れた合唱の

表現 を工夫 している

(音楽的な感受や表現の工夫)

A曲 のイメージを明確にもち、調和の取れた合

唱の表現を工夫している(30人)

B曲 のイメージをおおむねもち、調和の取れた

合唱の表現 を工夫 している。(2人)

C曲 のイメージをもつことが少なく、調和の取

れた合唱の表現の工夫をしていない。(0人)

【評 価方 法 】観 察
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○ 自由曲 「聞 こえる」の仕上げの練習を
一'

強 弱 に 気

を付け、ブ
レ ス を し

っ か りす

る。

★生徒 の納得の うえ、能率 よく指導す る。

Trこ こ で た っぷ りブ レス を して 次 の

Ahを 思 い 切 り出 して 」

全 員 「(呼気)Ah」

丁 「そ う1響 き が 変 わ った よ。」

★本時の授業及び題材 の目標 に沿った 自己評価

の項 目を設定 し、音楽活動を振 り返 るよ うにす

【実践のまとめ】

合唱の指導では教師の思いや願いのみを伝えようとする傾向が強いため、本実践では生徒の

感 じ方を引き出 し、合唱の表現 として工夫する指導の在 り方について検証 してきた。検証の視

点 として指導の手だてから、本実践を検証す る。

1題 材構成 ・教材構成の工夫

(1)同 じ楽 曲で も演奏者が違 うと、音楽の表現要素は違った ものになる。CDの 範唱や先輩

の演奏のVTRな ど、複数の鑑賞教材 の活用により、速 さや強弱などに意識 を向けること

ができる。

(2)旋 律や リズム、和声の特徴が明確な合唱曲を教材 とすることで、楽曲の特徴を生かす表

現を工夫す ることができる。

2創 造的な音 楽活動の工夫

(1)楽 曲を幾つかの部分に分け、音楽の醸 し出す 曲想か ら色をイ メー ジし、歌い方を工夫す

るよ うにす ることで、生徒は合唱の表現に意欲 をもち、表現 を工夫 して歌お うとす る。

(2)生 徒の感 じる曲想は多様であるが、音楽 の構成要素や表現要素 と結びつけた指導 を行 う

ことで、表現を工夫 しやすい。

3指 導 と評価の工夫

(1)1単 位時 間のね らいを生徒 にも理解す るように し、合唱 コンクール などの 目標が分か る

と、生徒は見通 しを もって音楽活動をす る。課題 としては、合唱 とい う集団での表現の中

で、生徒一人一人の目標を更に明確 にもつ ように し、教師も一人一人 の生徒の評価を確実

に行 うことが挙げ られる。

(2)自 分 自身 の演奏の画像 を視聴す ることで、自分の歌 う表情を確認 し、情意的な側面 と技

能的な側面での自己評価 ・相互評価が可能 である。また、学習 カー ドや 自己評価カー ドを

使 うことにより、生徒は 自己目標 を明確 にする。
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購 自分の活動を振 り返 りながら取 り組む篠笛の指導(第 ・学年)

【題材名】 篠 笛を吹 こう

【題材の 目標】

篠笛の音色や 演奏 に興味を もち、練習 曲やわ らべ うたな どを演奏す ることで、我が国の

音楽や郷土の音楽に親 しみ、大切 に しよ うとす る態度 と篠笛 の演奏技能 を養 う。

【題材について】

◇和楽器の扱 いは音楽科 の

大 きな課題 であ り、国際

社会に生き る 日本人 を育

成す る観 点か ら重要 であ

る。

◇篠笛 は旋律楽器であ り、

民謡音階のわ らべ うたや

民謡 を演 奏す ることがで

きる教材である。

◆本題材 では、1回 の指導

を原則 として10分 とす

るが、必要 に応 じて10分

の指導 を2～3回 分連続

して指導す る。

◇3年 間を通 じた指導計画

の もと、初 めて篠笛 を扱

う題材である。

【教材 】

篠笛(個 人持 ち)
「は じめて 篠 笛 を吹 く に

は」(VTR)
「篠笛の本」(山田隆 他編

著)よ り 「とうふ屋 さん」
「夜鳴きそば」「た こた こ

あがれ」 「ほたるこい」

【実践のね らい】

◆和楽器 を扱 う音楽 活動

では、生徒や地域 の実態

を考慮 して楽器 を選 択

し、題材構成す る必要 が

あ る。また、生徒 自らが

我 が 国に伝 わ る音楽 を

演奏す ることで、伝統 を

大切 に しよ うとす る態

度 が育っ もの と考 える。

◆本実践で生徒が 「主体的

に音楽 をつ くる」 とは、

和楽器 を扱 った指 導 に

おいて、生徒一人一人が

篠笛 の音色や 旋律 に興

味 をもち、意欲的 に音楽

活動 を高 め るこ とで あ

る。

◆ 以下 に述べ る指導 の手

だ て を工夫 す る こ とに

よ り、生徒が我 が国に伝

わる音楽 に親 しみ、自分

の音楽表 現 と して感 受

で きる よ うにす る こ と

が本実 践のね らい で あ

【生徒 ・地域の実態】

◆ ピアノや他 の楽器 を習 っ

ている生徒が多 く、音楽

に対す る関心が高い。

◆読譜 の苦手な生徒 が若干

い るが、音楽活動 に対 し

て真 面 目に取 り組 も うと

す る。

◆篠笛 については、「早 く吹

いてみたい。」「どんな音

だろ う。」など興味 ・関心

をもっているが、我が国

に伝 わ る音楽 を演奏 した

り積 極的 に聴いた りした

経験は非常に少 ない。

◆第1回 目の篠笛の授 業で

は、 ほぼ全員が音 を出す

こ とができている。

◆他 の教科で も、学習 カー

ドを使 って学習 した り、

自己評価 ・相 互評価 を し

た りした経験が ある。

【指導の手だて】

題材構成 ・教材選択の工夫

(1)我 が国の伝統的な音楽文化 を継承 し親 しむ観点か ら、わ らべ うたや民謡 などの既習 曲

を教材 として選択す る。

②3年 間 を見通 した題材 を構成 し、各学年の題材 の 目標 を明確 に してお く。

2創 造的な音楽活動の工夫

(1)生 徒 が興味 をもって継続的 に表現の技能 を高め、基本的な奏法を毎回、反復練習す る

ことで、能率的 ・効果的に技能 の定着 を図 るよ うにす る。そのため、原則 として1回 の

指導時間を10分 とす る指導計画 を工夫す る。

(2)3～4名 の小 グル ープで活動 し、互いに気付いた ことを次 の活動に生 かすな ど、音色

や演奏の仕方 などを工夫す るよ うにす る。

(3)五 線 に頼 らない楽譜 の活用や 口伝に よる指導 で、生徒 の持つ感受性 を生かす よ うにす

る。
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3指 導 と評価の工夫

(1)「 押 さえ」や 「打 ち」な ど、篠笛 特有 の奏法に挑 戦でき るよ う、練習 のポイ ン トを

「篠笛お さらい票」のスモールステ ップで具体的に示 し、活動への見通 しや 目標 をもっ

て活動で きるよ うにす る。

② 生徒 の 自己評価や教師の評価 が次の音楽活動 に生 きるよ うにす る。 また、少人数 で

学 び合 うことで、相互評価 の機能 を生かす よ うにす る。

(3)相 互評価 により、友達に認 め られ る喜びを次 の活動への励 み とす るよ うにす る。

3年 間を通 じた篠笛 の指導計画

題 材 名 題材の目標 教 材 主な学習内容

第 篠笛を吹 こう 篠笛の音色に関心をも ・と うふ 屋 さ ん ・篠笛の構 え方を身に付け、発

1 (4時 間) ち、我が国に伝 わる音楽 ・夜鳴きそば 音 す る。

学 ※本題材 や郷土の音楽の中で簡単 ・ほた る こい 等 ・運指や簡単な奏法を身に付け、

年 な旋律や民謡などを演奏 短い旋律を演奏する。

す る 。

第 篠笛 の 奏 法 を 篠笛特有の奏法について ・なべ なべ そ こぬ け ・「押 さ え」 や 「打 ち 」 の 奏 法 に

2 マ ス タ0し よ 技能を高め、簡単な民謡 ・ひ らいた ひ らいた ついて練習 し、篠笛特 有の音

学 う を楽 しんで演奏する。 ・う さぎ 等 色で演奏する。

年 (3時 間) ・甲音を出す練習 をす る。

第 篠 笛 で 民謡 を 篠笛で我が国の民謡を演 ・さ く ら ・甲音、メ リ音を含む民謡 を演

3 演奏 しよ う 奏 した り、重奏で演奏 し ・こ き り こ 奏 す る。

学 (3時 間) た りす る。 ・木 曽 節 ・篠笛で歌の伴奏を した り、篠

年 ・六段 の 調 べ 笛を重奏で演奏する。

【題材の評価規準】

(1)篠 笛の音色や基本的な奏法 に関心を もち、「おさ らい票」のステ ップに従 って意欲 的に

練習 してい る。(音 楽への関心 ・意欲 ・態度)

(2)篠 笛の美 しい音色 を感 じ取 り、美 しい音色 を出す ための工夫を して演奏 している。

(音楽的な感受や表現の工夫)

(3)篠 笛の発音や簡 単な練習曲、わらべ うたな どを練習 し、篠 笛 ら しい音で演奏 している。

(表現の技能)

指導の実際 ◆印の数字は1回 で、10分 の単位 を示す。

◆

1～4

團

○生徒の活動

OVTRを 見て、篠笛 の持 ち方や奏

法を学ぶ。

○ メモ した内容 に従 い

を構 えてみ る。

、実際 に篠笛

Cど うや って持つんだっけ?

★指導の手だて ◇主な評価

★VTRを 効果的 に使い、篠笛への興 味 ・関心

を高 めるよ うにす る。

★VTRを 見 なが ら、大切 なことを メモ し、後

で一 っずつ確認 しなが ら練習 す るよ うにす

る。

☆項 目を黒板に示す とともに、各項 目について
一つ一 つよい見本 と

、生徒 が しがちな悪い見

本を教師がや ってみせ る。
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5～7

グ

ル
ー
プ
学
習

・
個
別
指
導

○ ア ンブ シ ャー に注 意 して 、音 を 出

してみ る。

・全員 の音 が 出 る よ うに な る。

○ 「お さらい票」 のチェ ック項 目に

従 って、構 え等 を一つずつ確認す

る。

・グループのメンバー がお互 いにで

きているか ど うか確認 している。

C親 指 の位 置は もっ とこっち。

C左 肘 を正 面に向け ると指 がつ り

そ う…。

03～4人 グル ー プ で 、 ア ン ブ シ ャ

ー に 注意 し
、音 を出 す練 習 をす る。

C

C

C

0

息が続かない。

結構大 きな音が鳴 った よ。

この前は音がでたのに、今 日は

なかなか鳴 らない。

「五 」 と 「六 」 の 指使 い を覚 え、

3～4人 の グル ー プ で チ ェ ッ ク

し合 い な が ら、 「と うふ 屋 さん 」

を練 習す る。

・互 いに見合

いなが ら 「と

うふ屋 さん」

を練習 し、指

使いや音の

長 さを チ ェ ック して い る。

○ 「と うふ 屋 さん 」 が 吹 け る よ うに

な り、 グル ー プ の メ ンバ ー か らチ ェ

ック を受 け る。

「五一 六 一 五 六 」

の 長 い 音 が 、ち ゃ

ん と で きて い る。

OOさ ん 、 で き た

か ら 、聴 いて み て0

○ 「お さらい票」に、今 日の成果 を

A～Cで 自己評価 し、次回の 目標

を書き込む。

★楽器 の構 えが安定 しやす い運 指で練習す る

ように指導す るこ とで、篠笛の音が鳴 りやす

い ようにす る。

★毎回 、繰 り返 しチ ェック項 目を確認すること

で、基本的な技能の定着を図るよ うにす る。

チ ェ ッ ク 項 目

左手親指の位置

左肘の角度

脇の下に ソフ トボールー個

フルーティス トスマイル

タンギングを しない

★す ぐに音の出ない生徒 については、個別 に指

導す る。

唇 の 真 ん 中 か

ら、少 し強 く息

を出してみて。

あ っ 、 鳴 っ た 。

★少人数の グループで練習 し、楽器の持 ち方や

唇の形 などをチェ ック し合 えるよ うにす る。

特に、自分で は見 えない楽器の構 えについて

は、互いに確認 し合 うよ うにす る。

★運指 を数字 で表 記 した

楽譜や 、 口伝 を利 用 し

た読譜 に よ り、簡単で

効率 的に練習 がで き る

よ うにす る。

★積 極的 にメンバー に聴 いて もらお うとす る

姿勢 を大切 にす る。

◇ 正 しい奏 法 で 「と うふ屋 さん 」 を演 奏 し

て い る。(表 現 の 技能)

A「 五一六一 五六」を、長い音で最後まで途切

れずに演奏 している。(6名)
B「 五一六一 五六」が途切れるが、最後まで演

奏 している。(25名)
C「 五」と 「六」の音を出 している。(0名)

★ 自己評価 をす る尺度 の中で、Aに ついては、

「五一六一 五六の長い音が途切れず に『とう

ふ屋 さん』を演奏 した場合」な ど、具体的 な

自己評価 の尺度 を示す。
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8,9,

10

11,12

13^-

15X

16^'

18

19,20

X

C息 を長 く続 けて とうふ屋 さんが

吹 けた。(お さらい票 に記入)

長

け

す

の
吹

に

目

を

う

行

音

よ

。

2

い
る

る

○ 「七」の音 を出す練習 をす る。

○ 「夜 鳴 きそ ば」 を練習す る。

○ 「五 と六の ピョン」を練習す る。

Cタ ンギング した方が簡単でい い

な。

○ 「たこたこあがれ」 を練習す る。

C六 の ピ ョンをや る とき笛が グラ

ついて難 しい。

O「 三」の指 と 「ほたる こい」 を練

習す る。

○それ ぞれのステ ップが できる よう

になった ら、そ の都度班員 に聞い

て もらい、サイ ン して も らう。

○ これ まで練習 してきた楽 曲を選択

し、グループの中で発表会をす る。

★ 「お さらい票 」は、音

楽室内 のフ ァイルボ ッ
クス に保管 し、生徒 も

教師 も 自由に見 ること
がで きるよ うにす る。

★1回 の練習時間 を10分 とし、前述 の5～7

と同様 に、グル ープでチェック し合いな が ら

練習 を進 め るよ うにす る。

【グループでの学習 の流れ】

自
己
目
標
の
確

認

d

個
別
練
習

a

グ

ル
ー
プ
内

で
の
チ

ェ
ッ
ク

(相
互
評
価
)

a

自
己
評
価
と
次
回
の

目
標
設
定

★表現 の技能 の評価 は※印の場 面で行い、確実

に評価す る。

★生徒 が楽 曲を選択 し、自分 のよさを発揮 でき

るようにす る。

【実践の まとめ】

本実践では、我が国に伝 わる音楽 に親 しみ、音楽 を自分の もの として感受 できるこ とを大

切に して きた。 ここでは、指導 の手だてを柱 に考察す る。

題材構 成 ・教材選択の工夫

既習曲や数字の楽譜 、口伝な どを教材 としたことで、篠笛の技能 にっいて、抵抗感が少

な くな る。特 に、題材 の初 めでは、2小 節程度の教材 を用 いる ことで、篠笛 を演奏す るこ

とへの意欲 が高ま る。

2創 造的な音 楽活動の工夫

1回 を10分 とし、 「お さらい票」で技 能の 目標 を具体的 に示す ことで、スモールステ

ップの活動 を繰 り返 し行い、技能の定着 を図るこ とができる。

3指 導 と評価の工夫

「お さらい票」による自己評価 と次の 目標 の設定、少人数の グループでの相 互評価 は、

生徒 の 自己評価 を より客観 的な もの とす る。 しか し、10分 の時問で毎回評価す るのでは

な く、音楽の感受や技能 な どがあ る程度積み上げ られた段階で、評価す ることが大切で あ

り、 どの程度の段階で教師 の評価 を行 うか吟味す るこ とが課題 である。

篠笛 は旋律楽器 である。生徒の技能 が定着 した段階では、和太鼓 も取 り入れ 、お嘩子 な ど

の幅広 い和楽器 の活用を 目指す ことが、今後 の課題 である。
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.1研 究 の成 果 と課 題

本研究では、生徒が主体的に音楽活動す る姿 を想 定 し、指導の実施前及び実施 中の指導の手

だてを工夫 し、その有効性 を検証 して きた。次の成果 と課題は、4実 践事例か ら共通す るもの

をまとめた。

1研 究の成果

1題 構成 ・教材選択の工夫

① 表現 の各内容や表現 と鑑賞の関連を図ることで、生徒 は多様な表現 を味わい、主体的

に音楽活動す る。

② 表現 を工夫す る教材は、旋律や リズム、和声の特徴 、音楽の構成 な どが とらえやす い

ものを扱 うことで、生徒は音楽 を構成す る要素に 目を向け、表現を工夫す る。

③ 鑑 賞教材 と して、音楽を構成す る要素や表現要素を とらえやす い楽 曲は、鑑賞の観 点

が明確 な場合、要素 を聴 き取 りやすい。

④ 表現の技能の簡単な楽曲や 音楽活動、既習 曲な どは、表現 を工夫 しやすい。

(2)創 造的な音楽活動 の工夫

① 表現を工夫する観点や鑑賞の観点 を明確 にす ることで、生徒は意欲的 ・創造的に音楽

活動をす る。

② 生徒の演奏を鑑賞教材 とす る場合 は、音楽 の表現要素 を鑑賞の観 点 とす るこ とで、生

徒は何を聴 き取った らよいのか理解 して聴 く。 「よかった ところ」 「改善点」な どの観 点

も大切だが、鑑賞の活動 とす る以上は、鑑賞 のね らいを達成 できる学習活動 とす る必要

がある。

③ 繰 り返 しの指導では、生徒が 自己 目標を もち、向上 したい とい う意欲 を高める ことが

重要で、簡 単に達成 できる技能 にっいては、その場 です ぐに指導す ることで、生徒 の意

欲 は高ま る。

(3)指 導 と評価の工夫

① 自己の学習過程 を振 り返 ることは、自分の音楽活動 を見つめ、次へ の 目標 を生み出す。

② さりげなく、タイ ミングよくほめるな ど、教師の評価 の言葉は、生徒 を意欲的 に活動

させ 、自己の評価基準 を明確 に してい く。

③ 音楽活動に対す る 自己評価 は、教師 の評価基準 を示す こと、相互評価 によって生徒同

士が互いの基準を知 る ことな どに より、一層 客観的 なもの となる。

2今 後の課題

4実 践事例か ら共通化で きなかった もの、あ るいは明 らかに課題 として残 るものにつ いて、

次 の3点 に整理 した。

① 音楽科の評価 の観点 を明確に位置付け ることので きる題材構成の在 り方

(2)表 現 を工夫 した り、既存の楽曲を一部っ くり直 した りす るだけでな く、生徒 が 自分 の表

現 をっ くり上 げる創作 の指導

(3)簡 単で効果的な評価方法の開発
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